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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・12/20・21（木・金）法人研修　　当日参加出ない場合は、12/26（水）ビデオ研修に参加。

・12/25　法人忘年会　場所：プラザホテル　時間：18：30～
・12/25　病院クリスマス会

・12/28　もちつき大会

・12/29　納会　

・12/31～1/3まで外来休診となる。
・1/7から第1・第3月曜日14時から、やまばと寮の診察開始。（担当：院長Dr）
やまばと寮からの情報提供書は前の週の金曜日16時までに届く予定。

＜外来患者様情報＞

・北村　奈美様～12/15本人より外来に電話があった際に、母様が癌検査を実施しており、12/28に結果が出る為、情報共有を行っていくこと。
・川村　享　様～次回診察は1/11となる。

・五日市　規様～血糖値高値の為、間食は控えるよう指導。

・関　秀治　様～次回診察は1/11となる。　

・田名部一樹様～デイのスタッフに「くそばばあ」と言ったことになっていて、居づらいと話す。メンバーに口が軽いとか悪口を言っていると言われていると話している。

・大石　清志様～処方薬の二重服薬や忘薬があり、本日昼食後薬は止め。朝食後、夕食後、就寝前の３回となる。次回1/7受診予定。本日持参した昼食後薬と就寝前は破棄している。

＜入院予定＞

・川村　芳子様

12/22　11：00　東病棟Bユニットへ入院予定

検査：採血

＜新患予定＞

12/24　センター2名受診

・田端金之丞様(82)男性
現在、介護老人保健施設「はくじゅ」に入所中。H10年頃、脳梗塞で八戸赤十字病院脳外科に入院。退院後はﾘﾊﾋﾞﾘは継続していたが、通院･服薬は行われていなかった。また、H10年前後（詳細不明）には、同院泌尿器科で前立腺がんと診断され、現在通院･服薬を継続している。H23年9月、介護老人保健施設「はくじゅ」へ入所。H24年春頃、本人がベッドから転落し頭部を打撲している。以後、家族の面会時にぼんやりとしていることが多く、施設へ相談したところ、病院受診を促され、八戸赤十字病院脳外科を受診。担当医から認知症であると説明され、認知症治療薬が処方となっていた（以後、施設担当医からの処方となる）。H24年10月頃、施設から本人の様子がおかしいと連絡を受けていた。自室の壁を爪で引っ掻き、「爪をといでいる」「（壁が自分に）どけって言う」「壁が迫ってくる」と話すことや、壁を叩いてｽﾀｯﾌを呼ぶことが頻回に認められていた。元来、意に沿わないことがあると、カッとなり手がつけられなくなることはあったが、面会時に本人の様子を確認したところ、自身の言動を理解していないような表情をしていたと家族が話している。今回、施設担当医から、一度精神科を受診するよう勧められたとのことで、当ｾﾝﾀｰに相談となっている。

・藤井　トシ様(88)女性
現在、八戸市内で長男夫婦、孫2人と同居している。一年程前、自宅を建替える為、本人を長女宅（横浜市）に預けたことがあり、その後よりもの忘れの症状が認められていた。ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽでの出来事を翌日に覚えていないことや、夫が亡くなったことを理解しておらず、「帰ってこない」と話す、写真を見ても理解できないことがあった。日中、夜間を通して、「外に誰かがいる」「部屋に男がいる」「2階から赤ちゃん（孫）の泣き声がする」と話す等の妄想様発言が認められていた。また、化粧水や目薬を飲んでしまうことや、雪が降っている時に日傘を差して外に出て行ってしまう行動等があり、常時見守りが必要な状態である。夕方になるにつれて、本人の不安の訴えが増えているが、夜間は安定剤を服用しており、睡眠は摂れている。食事・排泄は問題なく行う事ができている。今回、ｼｮｰﾄｽﾃｲの利用の相談をｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰにしたところ、認知症の進行予防について、当ｾﾝﾀｰを紹介され、相談に至っている。
12/28　センター受診

・江刺家　勲様

現在長男夫婦と同居している。元来より飲酒習慣があり､若い頃から定職にも就かずに生活していた。以前妻が入院加療をしていた際にも､入院先の医療機関の駐車場で飲酒をするなどの問題行動があった。3年程前より､それまで行っていた車の運転を､「道がわからない」等を理由として行わなくなっていた。H24年に入り､「（家族に）叩かれている」「息子にいじめられる」と訴え､自ら警察署に行き訴えることがあり､警察官や八戸市地域包括支援ｾﾝﾀｰが介入していた。その後も家族から入浴を促されたりするなど自身の意に沿わないことがあると､警察署に訴える行動は続いていた。上記状態であったことから家族が認知症を疑い､みちのく記念病院へ受診。同院で認知症に係る検査(おそらくHDS-R。20/30点と伝えられていたとの事)が行われたが､軽度の認知症であると言えるが､治療の必要性は乏しいと説明され､継続した受診は行われなかった。同時期頭痛を訴えることがあり､八戸赤十字病院[脳外科]を受診。同院では多発性脳梗塞と診断され､画像診断では10箇所程度の梗塞部位が確認されていたとの事だが､特段治療は行われなかった。その後も被害的に訴える等の行動は持続していることから､再度認知症の鑑別診断を希望。当ｾﾝﾀｰへ受診相談となる。
